
16 −はびきの　2014.4.1−

アジア動物探検記

ベンガルトラ、インド
サイ、コモドオオトカ
ゲなどの希少種から、
身近な動物までを、
アジア各地で30年
以上にわたりカメラ
に収めてきた著者に
よる貴重な記録集。

辞書になった男

１冊の辞書を作って
いた２人の編纂者
は、やがて訣別して
全くタイプの異なる
辞書を世に送り出
すことに。『新明解』
と『三省堂』、２つの
日本を代表する国
語辞典誕生の物語。

佐々木 健一／著　文藝春秋

4月6日㈰、13日㈰、27日㈰
　　　　　   陵南の森図書館 14：00
4月  9日㈬   東部図書館       10：30
4月12日、26日㈯　羽曳が丘図書館 15：00
4月19日㈯   陵南の森図書館 15：00
4月19日㈯   古市図書館       15：00
4月20日㈰   陵南の森図書館 11：00（小さい子向き） 
                 11：30（少し長いお話を聞ける子向き）
4月26日㈯   丹比図書館       10：30
4月6日㈰、13日㈰、20日㈰、27日㈰
　　            中央図書館       13:30

飯島 正広／著  福音館書店

ハウスワイフ２．０

長引く不況のアメリ
カでは今、高学歴の
女性たちがキャリア
を捨てて家庭に入る
ケースが増えている
という。彼女たちが
選んだ、新しい主婦
の生き方とは。

エミリー・マッチャー／著
森嶋 マリ／訳　文藝春秋

ちびっこサロン（市役所敷地内：森のゆうびんきょく）
日時   4月9日（水）10：30～
内容　おはなし・手遊び・おりがみなど

おはなしボランティア入門講座（定員：15人先着順）
日時　5/15日、29日、6/12日、26日、7/10日
　　　（各木曜）10：00～12：00
場所　中央図書館　会議室
講師　岸下 良子氏（おはなしボランティアグループ「はびきの」）
申込　４月８日（火）10:00より、中央図書館にて（電話可）

約束の海

昨秋に亡くなった
山崎豊子さん最後
の作品。旧海軍士
官の父と、自衛隊
員の息子を主人公
に、戦争と平和を描
く三部作となる予定
だったものです。

山崎 豊子／著　新潮社

ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション青少年児童センター　☎ 952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　 　
古市図書館　☎ 958-0050（水～日曜日　10:00～17:30）　

 

サラダボール

　私
わたし

の長
ちょう

女
じょ

は３歳
さい

の頃
ころ

に、「大
おお

きくな

ったらウサギさんになりたい」と言
い

っ

ていました。その少
すこ

し前
まえ

は「ゾウさん

になりたい」と言
い

っていました。おと

なの感
かんかく

覚では「？」かもしれませんが、

子
こ

どもは真
しんけん

剣です。本
ほんとう

当にゾウさんや

ウサギさんになりたいと思
おも

っていたよ

うです。その時
とき

は、子
こ

どもなりに何
なん

ら

かの理
り

由
ゆう

があるのだろうと思
おも

いました

が、私
わたし

はそれを詳
くわ

しく理
り

解
かい

することは

出
で き

来ませんでした。

　このエピソードは一
いちれい

例ですが、子
こ

育
そだ

ての中
なか

で子
こ

どもは不
ふ

明
めい

瞭
りょう

なメッセー

ジ（わがまま的
てき

なものも含
ふく

めて）を数
かず

多
おお

く発
はっしん

信します。そんな時
とき

、おとなは

つい「こうなんでしょう」と子
こ

どもが

言
こと

葉
ば

でうまく説
せつめい

明できない部
ぶ

分
ぶん

を切
き

り捨
す

てて整
せい

理
り

してしまうことがある

ように感
かん

じます。子
こ

どもの発
はっ

するメ

ッセージの中
なか

には子
こ

ども自
じ

身
しん

も自
じ

分
ぶん

が何
なに

を言
い

いたいのかわからないよう

な思
おも

いもたくさん含
ふく

まれているはず

です。私
わたし

自
じ

身
しん

の反
はんせい

省でもありますが、

そういったものをおとなが聞
き

き取
と

る

余
よ

裕
ゆう

がなくなっているのではないで

しょうか…。

　人
にんげん

間は生
せい

後
ご

２週
しゅう

間
かん

で母
ははおや

親の顔
かお

と声
こえ

がわかるようになるそうです。ハイ

ハイをするようになると、手
て あ

当たり

次
し

第
だい

にモノをつかんでは口
くち

に入
い

れ、

振
ふ

り回
まわ

し、ながめたり放
ほう

り投
な

げたり、

まわりのものにすごく関
かんしん

心をもち積
せっ

極
きょく

的
てき

に行
こうどう

動していきます。やがて

言
こと

葉
ば

をしゃべれるようになると、「こ

れ何
なに

？」「どうして？」「なぜそうな

るの？」と好
こう

奇
き

心
しん

を持
も

って何
なん

でも聞
き

い

てきます。こうした疑
ぎ

問
もん

に対
たい

して、ま

わりのおとなたちがていねいに受
う

け答
こた

えし、心
こころ

のこもった対
たい

話
わ

をすることが、

新
あたら

しい言
こと

葉
ば

の獲
かくとく

得と知
ち

識
しき

の習
しゅう

得
とく

につな

がるそうです。

　現
げんざい

在、「別
べつ

に」や「むかつく」とい

う言
こと

葉
ば

で感
かん

情
じょう

表
ひょう

現
げん

を済
す

ませてしまう

子
こ

どもが増
ふ

えていると聞
き

きますが、こ

のこととおとなが子
こ

どもの微
び

妙
みょう

な言
こと

葉
ば

づかいや感
かん

情
じょう

の読
よ

みとりをすること

が出
で き

来なくなっていることは何
なん

らかの

関
かんけい

係があるように思
おも

います。おとなの

子
こ

どもたちへのていねいな関
かか

わりがコ

ミュニケーション能
のう

力
りょく

の育
いくせい

成基
き

盤
ばん

とな

っていくのだと思
おも

います。

    

　        羽
は

曳
びき

野
の し

市人
じんけんけいはつすいしん

権啓発推進協
きょう

議
ぎ

会
かい


